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参考文献 
 『名作映画から学ぶ裁判員制度』 
 『ＳＨＯＷ－ＨＥＹシネマルーム１～２４』 
 

第１部 総論 

第１ 私のプロフィール ―――別紙のとおり 

①１９４９（昭和２４）年 愛媛県松山市生まれ（団塊世

代）、②中・高一貫受験 男子校、③学生運動、 

④司法試験、⑤公害訴訟（１０年）、⑥都市再開発・まち

づくり（２６年間）、⑦都市法政策 出版・講義、 

⑧映画評論、⑨旅行記（中国へ１７回） 

 

第２ 私と映画 

１．小学時代（１９５５～６１年）――『にあんちゃん』 

（５９年） 

２．中学・高校時代（１９６１～６７年） 

 ①３本立て５５円（洋画＋日活）、 

②学校推薦（『ベン・ハー』など）、③試写会時々 

３．大学時代（１９６７～７１年） 

 ①時々、名画座系（３本立て１５０円？） 

②日活ロマンポルノ 

４．司法修習生――深夜映画＋ビデオ数台（年末年始） 

５．超多忙時代――    〃 

６．自社ビル移転、ホームページ開設（２０００～１０年） 

 ①映画評論執筆開始 

②今や年間３００本『シネマ１～２４』出版 

 ・『シネマルーム５・１７』―中国映画６６本＋８３本 

 ・『シネマルーム８・１９』―韓国映画２２本＋２７本 

７．私が映画が好きな理由・・・？ 

８．映画検定――キネマ旬報社・キネマ旬報映画総合研究所

主催 

 ・『「映画検定」公式テキストブック』 

 ・『「映画検定」公式問題集』 

・４級合格（０６年７月） 

・３級合格（０７年１月） 

 

第３ 私の１本・私のベスト５               

１．私の１本――『サウンド・オブ・ミュージック』（高３） 

２．私のベスト５ 

洋画              

①『風と共に去りぬ』（３９年）          

  ②『ウエスト・サイド物語』（６１年） 

  ③『卒業』（６７年） 

 

 

 

 

 

  ④『太陽がいっぱい』（５９年） 

  ⑤『さらば、わが愛／覇王別姫』（９３年） 

 邦画 

  ①『砂の器』（７４年） 

②『幸福の黄色いハンカチ』（７７年） 

③『人間の條件』（５９～６１年） 

④『蒲田行進曲』（８２年） 

⑤『誰も知らない』（０４年） 

 

第４ 坂和流なぜ？なぜ？なぜ？ 

１．なぜ映画が面白いか？ 

 ①人間の本性に迫る、②人生の縮図、③知らないことを体

験、④歴史や恋愛の勉強、⑤夢と希望、元気の素 

２．なぜ映画評論を書くか 

  ①書かないと忘れる、②書くことによって感動を記録、③

他者との議論のネタ、④読者にも夢と希望と元気を与える 

３．映画から何を学ぶ？ 

 ①人の生き方、恋のやり方、②歴史、 

③法律、④医学、⑤その他 

４．何が好きか？ 

 ①人それぞれ、②必ず好きなジャンルあり 

５．映画評論の何が面白いか？ 

 ①映画の話題は老若男女に共通 

②人間の本音に早く迫れる。本性が早く見れる、 

③異なる意見、見方、感性を知る 

６．こだわりがわかる！ 

 ①私のこだわりは？②あなたのこだわりは？ 

③面白い人がたくさん・・・ 

 

第５ 坂和流映画評論の特徴（ユニーク性） 

１．弁護士の視点 

 ①法廷のあり方、②各種の法律上のテーマ 

③その他（危機管理のシステム） 

２．都市法政策の講義、都市問題の実践からみる視点 

  ①都市・住宅政策、②公害 

３．歴史大好き人間の視点 

  中国、韓国、ヨーロッパ中世 

４．文学大好きの視点 

５．戦争映画検討の視点 

６．日本人論構築の視点（西欧や中国との対比） 

７．恋愛大好き、ピュアな少年の視点（？） 

８．エロおやじの視点 

９．時事問題検討の視点 

 

循環器内科同門会（循和会）講演   ２０１０（平成２２）年７月３１日 

映画から学ぶ医療と裁判員 
於：ダイワロイネットホテル和歌山           弁護士 坂 和 章 平 
 

資料１～４ 

資料５ 

資料６の１～３ 
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第２部 各論 

第１ 映画から学ぶ裁判（裁判員） 

１．陪審映画あれこれ 

（１）アメリカの陪審制度 
・『十二人の怒れる男』（５７年） 
・『アラバマ物語』（６２年） 
・『ニューオーリンズ・トライアル』（０３年） 
（２）日本の裁判員制度 
・『１２人の優しい日本人』（９１年） 
・『裁判員―決めるのはあなた』（０３年）（③３３０頁） 
（３）これはショック、 

ロシア版『１２人の怒れる男』（０７年） 

（２１、２１５頁） 

（４）裁判員制度施行（２００９年５月２１日）を控えて 

 裁判員制度実施のための研修は役に立つの？ 

  法律用語の言い換えは？ 

２．法廷モノ・弁護士モノ映画あれこれ  

（１）アメリカ 
・『ザ・ファーム 法律事務所』（９３年） 
・『依頼人』（９４年） 
・『レインメーカー』（９７年） 
・『エリン・ブロコビッチ』（００年）（①３６頁） 
・『ジャスティス』（０２年）（②１９４頁） 
・『フィクサー』（０７年）（⑲２３８頁） 
（２）日本 
 ・『事件』（７８年）（⑩５２頁） 
・『疑惑』（８２年）（⑩３３頁） 
・『それでもボクはやってない』（０６年）（⑭７４頁） 
・『ＨＥＲＯ』（０７年）（⑯１５１頁） 
３．死刑映画あれこれ 

（１）死刑制度・廃止論 
 ・『ザ・ハリケーン』（９９年）（①４１頁） 
・『ライフ・オブ・デビット・ゲイル』（０３年） 

（①３８頁） 
（２）死刑囚と看守 
 ・『グリーンマイル』（９９年）（①３４頁） 
・『チョコレート』（０１年）（②４３頁） 
（３）死刑囚との面会 
・『私たちの幸せな時間』（０６年）（⑬９９頁） 
・『ブレス（息／ＢＲＥＡＴＨ）』（０７年）（⑲６１頁） 
・『接吻』（０６年）（⑳１２６頁） 
（４）刑務官 
・『１３階段』（０３年）（②２２０頁） 
・『休暇』（０８年）（⑳１４２頁） 
４．映画からみる法律上の論点あれこれ 

（１）保険金詐欺 
・『黒い家』（９９年）（①８７頁） 
・『黒い家』（０７年）（韓国映画）（⑲８８頁） 

（２）二重処罰の禁止 
 ・『ダブル・ジョパディー』（９９年）（①３８頁） 
（３）加害者家族の保護 
 ・『誰も守ってくれない』（０８年）（２２、２５８頁） 
 

第２ 映画から学ぶ医療―医療と裁判の接点 
１．医療従事者必見の映画 

・『白い巨塔』（６６年） 

・『ブラック・ジャック』 

・『パッチ・アダムス』（９８年） 

・『チーム・バチスタの栄光』（０８年）（⑱１２９頁） 

・『ジェネラル・ルージュの凱旋』（０９年） 

２．安楽死・尊厳死 

・『ミリオンダラー・ベイビー』（０４年）（⑧２１２頁） 

・『海を飛ぶ夢』（０４年）（⑦１９７頁） 

３．医療保険制度 

・『ジョンＱ』（０２年）（②１３７頁） 

・『シッコ』（０７年）（⑮２６９頁） 

・ＮＨＫ大河ドラマ『いのち』（８６年）―三田佳子主演 

４．優生保護法―人工妊娠中絶 

・『ヴェラ・ドレイク』（０４年）（⑧３３５頁） 

５．心神喪失・心神耗弱（鑑定） 

・『３９―刑法三十九条』（９９年）（①８６頁） 

・『美しすぎる母』（０７年）（⑲３６９頁） 

６．認知症・成年後見制度 

・『きみに読む物語』（０４年）（⑦１１２頁） 
・『私の頭の中の消しゴム』（０４年）（⑨１３７頁） 

・『そうかもしれない』（０５年）（⑫３４３頁） 

・『博士の愛した数式』（０６年）（⑩１７７頁） 

・『明日の記憶』（０６年）（⑩１７２頁） 

・『アウェイ・フロム・ハー 君を想う』（０６年）（⑳８２頁） 

７．クローン人間 

・『アダムー神の使い 悪魔の子ー』（０４年） 

（⑫１０８頁） 

・『アイランド』（０５年）（⑧１３６頁） 

・『バイオハザードⅢ』（０７年）（⑯４２３頁） 

８．臓器移植 

・『闇の子供たち』（０８年）（⑳１５３頁） 

・『孤高のメス』（１０年） 

９．医師のモラル 

・『わるいやつら』（８０年）（⑩２２頁） 

 

以上 
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